
東広島市健康福祉部地域包括ケア推進課

認知症地域支援推進員 清水 祐佳

「干し柿を作る人」

認知症を考える家族の会の方々が描かれたものです。
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●県の中央部に位置し、県内各方面からのアクセスが良好。

●市内に大学が4つある国際学術研究都市。
●周囲を低い山々に囲まれた標高200～400ｍの盆地状の地形が大部分を占める。

南東部は、瀬戸内海に面 している。
●元力士の安芸乃島、ゴルファーの岡本綾子、安田大サーカスのクロちゃんの出身地。
川栄李奈主演の映画『恋のしずく』は、西条が舞台♪

東広島市について（位置、面積等）

※１資料：住民基本台帳 令和4年3月末現在

人 口 188,387人 ※1

65歳以上の人口 46,838人 ※1

高齢化率 24.8％ ※1

日常生活圏域 10圏域

包括数（基幹型）
（直営）
（委託）

1ヶ所
1ヶ所
7ヶ所

推進員数 8人（兼務）

面 積 635.16ｋ㎡

名産品

日本酒
西条柿、牡蠣

赤じゃがいも など
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黒瀬町について

• 人口 22,168人

• 高齢者人口 7,154人

• 高齢化率 32.3％
• 要支援・要介護認定率 14.4％

※第1号保険者に占める割合

• 認知症高齢者数 559人
※認知症高齢者数とは…認知症自立度Ⅱ以上の人数

• 特産品 黒瀬牛・黒瀬たこやき

• 特徴 広島国際大学や県立黒瀬高等学校など

の福祉系の学校が立地している。

（令和3年3月末）
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黒瀬オレンジ会の
取り組みについて

①西条北圏域

②西条南圏域

③八本松圏域

⑤高屋圏域

⑦福富圏域

⑧豊栄圏域

⑨河内圏域

④志和圏域

⑥黒瀬圏域 ⑩安芸津圏域
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黒瀬オレンジ会立ち上げのきっかけ

キャラ名 のん太
（東広島市公認マスコットキャラクター）
性別 オスじゃなくて「男の子」
身長・体重 秘密
好きな食べ物 （西条）日本酒、美酒鍋、

酒スイーツ
趣味 宴会、祭り
※のん太イラストは32０種類以上‼
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認知症予防
（早期発見・理解促進）

平成27年度 黒瀬地域関係者ネットワーク会議
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黒瀬オレンジ会について

• 定 例 会 ： ２か月１回奇数月（年６回）

• 構成メンバー：１８名

在宅医療推進医

民生委員児童委員副会長

生活支援コーディネーター

オレンジアドバイザー

キャラバンメイト

・町内３居宅介護支援事業所 主任ケアマネジャー

・広島国際大学 助教授

黒瀬商工会青年部

黒瀬地域包括支援センター

会の様子→
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●「認知症の人や家族が住
み慣れた黒瀬町で自分らし
く過ごせるための取り組
み」について、メンバーが
それぞれ大切にしているこ
とを話し合った。⇒お互い
を知り、一緒に取り組むた
めの合意形成

●夜の認知症カフェ企画・
開催（2回）
●内部学習会「ケアラー支
援について」
●企業向け認サポチラシ作
成
●図書館職員による認知症
の本の展示
●町内金融機関・郵便局合
同認知症サポーター養成講
座

2022

2017 2019 2021

2016 2018 2020

●図書館職員と小学校認サ
ポ教材選定実施
●内部学習会「介護芸人に
よる学習会」

●広島銀行黒瀬支店にて、
認知症を知る展示会開催
●SNS（Facebook・
Instagram開設）

●キャラバンメイト交流会
企画・開催
●第3回夜の認知症カフェ企
画・開催
●認知症川柳募集

　
●スーパーでもの忘れ相談
会開催（2店舗）
●中学校で初認知症サポー
ター養成講座開催
●黒瀬町資源マップ企画を
始動！

●認知症サポーター養成講
座が地域だけでなく、小学
校・高校・大学でも開催
●黒瀬町資源マップ完成！
（商工会・社協と共同）
●認知症講演会企画・開催

推進員チェンジ！

H30年7月豪雨

奇数月定例開催

メンバーは13名

10月に初開催

メンバーは12名

必要時開催

メンバーは14名

大学の先生もメンバー入り！

前任者からの引継

ぎ、推進員として

活動していけるか

不安・・・

小学校・高校・大学にて認サポ実施

●「正しく知ろう認知症」チラシ年2回発行・町内全戸配布

奇数月定例開催

メンバーは1７名

メンバーは18名

部会を設立

（川柳部会・SNS部会・

夜カフェ部会）

●SNSで情報発信

●銀行で展示会

東広島市第1号

チームオレンジに認定！

黒瀬オレンジ会のあゆみ
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黒瀬オレンジ会 組織関係図

夜カフェ部会ＳＮＳ部会川柳部会

キャラバンメイト活動：
認知症サポーター養成講座

黒瀬オレンジ会メンバーのメ
イトを中心に町内メイトと連
携して活動

黒瀬町地域課題検討会：
専門職による地域課題検討会

生活支援ＣＤ、居宅介護支援事
業所主任ケアマネジャー、地域
包括支援センターが毎月定例会
議開催

認知症カフェ
「かふぇ ほのぼの」

３居宅介護支援事
業所主任ケアマネ
ジャーが共同運営

定例会；奇数月

メンバー構成；在宅医療推進医、民生委員児童委員、生活支
援ＣＤ、オレンジアドバイザー、キャラバンメイト、黒瀬商工会青
年部、地域包括支援センター
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黒瀬オレンジ会SNS

●令和3年10月より Instagram Facebook はじめました。
●フォロワー数 400人突破 （令和4年5月現在）
●黒瀬オレンジ会の活動などを投稿しています。
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黒瀬オレンジ会の取組み

●オレンジ会メンバーの思い

１．全町民が認知症サポーターになる地域を目指そう！

２．気軽に相談ができる環境や場所をつくりたい！

３．町内サポーターが地域で活動できる体制を考えたい！

４．地域の社会資源を生かした地域づくりや取り組みを

考える。

など

認知症の人や家族の視点を大切にすること
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１．全町民が認知症サポーターになる地域を

目指そう！①

★既存の資源を生かした取り組み①
年２回、社会福祉協議会から発行される

『社協だより』に折り込みちらしを入れ、

町内全世帯に配布
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認知症カフェや

もの忘れ相談会の告知も
できるPON！
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★既存の資源を生かした取り組み②
社会福祉協議会主催「福祉体験授業」のメニュー

に認知症サポーター養成講座を導入！

★新たな助っ人が‼
認知症サポーター養成講座を受講した図書館の

職員が小学校で使用する認知症の授業にあった

本を選定。教材選びに協力いただきました！

１．全町民が認知症サポーターになる地域を
目指そう！②

↑ レスキューのん太 13



・町内３つの居宅介護支援事業所が
共同運営

・月に1回 会場は当番制
・当番が当日のカフェの準備を行う。
・当日は３つの居宅介護支援事業所
が参加

・毎月参加は20～30名程度

★認知症カフェ

２．気軽に相談できる場所や環境をつくりたい！

多くの方に
参加いただいています。
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夜の認知症カフェ 開催!

お寺でアウトドア形式で開催
今流行りのスウェーデントーチ

詳しくは
コチラ→ 15



３．町内サポーターが地域で活動できる体制を
考えたい！
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ロバ隊長マスコットづくり

●ボランティア活動をしたいと申し出があった
ご夫婦。奥様は手芸教室の先生をしていまし
たが、コロナの影響で教室をお休みしている
そうです。
●ロバ隊長のマスコット制作を依頼したところ、
快く引き受けていただきました。
●このロバ隊長は、黒瀬での認知症イベント
やカフェで活動してもらう予定です。
●ご夫婦は、認知症カフェにも参加してくれて
います。

がんばるぞ！

３．町内サポーターが地域で活動できる体制を考えたい！
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手芸の得意なキャラバンメイト
さんが衣装を作っています。
毎月が楽しみです！
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広島銀行黒瀬支店
地域の掲示板

認知症サポーター養成講座を受けた広島
銀行黒瀬支店様より、窓口にある掲示板を

地域の掲示板として活用したいと申し出が
ありました。

設営は、銀行員と一緒にしています🎵

３．町内サポーターが地域で活動できる体制を考えたい！
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４．地域の社会資源を生かした地域づくりや
取り組みを考える。

黒瀬地域課題検討会の様子

認知症カフェで男性介護者の
参加が増えている。

包括支援センターで認知症の
妻を介護する夫の相談が立て
続けに入っている

黒瀬オレンジ会でも共有
↓

学習会を開催
男性介護者家族支援について

学習。
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４．地域の社会資源を生かした地域づくりや
取り組みを考える。
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黒瀬オレンジ会の今後の展望

これまでも、これからも

すべては関わった人たちの声（想い）から始まってい

ます。

みなさんの声（想い）を大切にして、

「認知症になっても暮らしやすい黒瀬町」
を目指して取り組んでいきたいと思います。
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ご清聴 ありがとうございました。
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